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十
五

そ
の
限
定
提
供
デ
ー
タ
に
つ
い
て
限
定
提
供
デ
ー
タ
不
正
開
示
行
為
（
前
号
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て

同
号
に
規
定
す
る
目
的
で
そ
の
限
定
提
供
デ
ー
タ
を
開
示
す
る
行
為
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）で
あ
る
こ
と
若
し

く
は
そ
の
限
定
提
供
デ
ー
タ
に
つ
い
て
限
定
提
供
デ
ー
タ
不
正
開
示
行
為
が
介
在
し
た
こ
と
を
知
っ
て
限
定
提

供
デ
ー
タ
を
取
得
し
、
又
は
そ
の
取
得
し
た
限
定
提
供
デ
ー
タ
を
使
用
し
、
若
し
く
は
開
示
す
る
行
為

十
六

そ
の
取
得
し
た
後
に
そ
の
限
定
提
供
デ
ー
タ
に
つ
い
て
限
定
提
供
デ
ー
タ
不
正
開
示
行
為
が
あ
っ
た
こ
と

又
は
そ
の
限
定
提
供
デ
ー
タ
に
つ
い
て
限
定
提
供
デ
ー
タ
不
正
開
示
行
為
が
介
在
し
た
こ
と
を
知
っ
て
そ
の
取

得
し
た
限
定
提
供
デ
ー
タ
を
開
示
す
る
行
為

第
二
条
中
第
十
項
を
第
十
一
項
と
し
、
第
九
項
を
第
十
項
と
し
、
第
八
項
を
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中「（
電

子
的
方
法
、磁
気
的
方
法
そ
の
他
の
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法
を
い
う
。）」を
削
り
、「
若

し
く
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
行
」
を
「
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
行
若
し
く
は
情
報
の
処
理
」
に
、「
若
し
く
は
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
記
録
」
を
「
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
そ
の
他
の
情
報
の
記
録
」
に
改
め
、「
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
項
に
お
い
て
」を
加
え
、

「
影
像
、
音
若
し
く
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
と
も
に
」
を
削
り
、「
若
し
く
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
」
を
「
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
そ
の

他
の
情
報
を
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
限
定
提
供
デ
ー
タ
」
と
は
、
業
と
し
て
特
定
の
者
に
提
供
す
る
情
報
と
し
て
電
磁
的
方

法
（
電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法
を
い
う
。
次

項
に
お
い
て
同
じ
。）に
よ
り
相
当
量
蓄
積
さ
れ
、
及
び
管
理
さ
れ
て
い
る
技
術
上
又
は
営
業
上
の
情
報
（
秘
密
と

し
て
管
理
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。）を
い
う
。

第
四
条
た
だ
し
書
中
「
営
業
秘
密
」
の
下
に
「
又
は
限
定
提
供
デ
ー
タ
」
を
加
え
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
か
ら
第
十
号
ま
で
又
は
第
十
六
号
」
を
「
か
ら
第
十
六
号
ま
で
又
は
第
二
十
二
号
」に
改
め
、

同
条
第
三
項
中
「
第
十
三
号
又
は
第
十
六
号
」
を
「
第
十
一
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
、第
十
九
号
又
は
第
二
十
二
号
」

に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第
二
条
第
一
項
第
十
六
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
二
十
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同

項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
第
二
条
第
一
項
第
十
三
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
十
九
号
」
に
改
め
、
同
号

を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

第
二
条
第
一
項
第
十
一
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
不
正
競
争

当
該
侵
害
に
係
る
限
定
提
供
デ
ー
タ

の
使
用

第
七
条
第
二
項
中
「
前
項
た
だ
し
書
」
を
「
前
項
本
文
の
申
立
て
に
係
る
書
類
が
同
項
本
文
の
書
類
に
該
当
す
る

か
ど
う
か
又
は
同
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
一
項
本
文
の
申
立
て
に

係
る
書
類
が
同
項
本
文
の
書
類
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
又
は
同
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中「
前
三
項
」

を
「
前
各
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

裁
判
所
は
、
第
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
後
段
の
書
類
を
開
示
し
て
専
門
的
な
知
見
に
基
づ
く
説
明
を
聴

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
事
者
の
同
意
を
得
て
、
民
事
訴
訟
法（
平
成
八
年
法
律
第
百
九
号
）

第
一
編
第
五
章
第
二
節
第
一
款
に
規
定
す
る
専
門
委
員
に
対
し
、
当
該
書
類
を
開
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、「（
平
成
八
年
法
律
第
百
九
号
）」を
削
り
、
同
条
第
三
項

中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
中
「
保
有
者
」
を
「
営
業
秘
密
保
有
者
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、第
二
条
第
一
項
第
十
一
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
不
正
競
争
の
う
ち
、限
定
提
供
デ
ー

タ
を
使
用
す
る
行
為
に
対
す
る
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
侵
害
の
停
止
又
は
予
防
を
請
求
す
る
権
利
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
営
業
秘
密
保
有
者
」と
あ
る
の
は
、「
限
定
提
供
デ
ー
タ
保
有
者
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
中
「
、
第
十
四
号
及
び
第
十
六
号
」
を
「
、
第
二
十
号
及
び
第
二
十
二
号
」
に
、「
同
項

第
十
四
号
及
び
第
十
六
号
」
を
「
同
項
第
二
十
号
及
び
第
二
十
二
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
十
六
号
」
を

「
第
二
十
二
号
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
不
正
開
示
行
為
」
を
「
営
業
秘
密
不
正
開
示
行
為
」
に
、「
不
正
取
得

行
為
」
を
「
営
業
秘
密
不
正
取
得
行
為
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
中
「
第
十
五
条
」
を「
第
十
五
条
第
一
項
」に
、「
同

条
」
を
「
同
項
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
第
二
条
第
一
項
第
十
一
号
及
び
第
十
二
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第

十
七
号
及
び
第
十
八
号
」
に
、「
同
項
第
十
一
号
及
び
第
十
二
号
」
を
「
同
項
第
十
七
号
及
び
第
十
八
号
」
に
、「
若
し

く
は
こ
れ
ら
の
号
」
を
「
、
こ
れ
ら
の
号
」
に
改
め
、「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
下
に
「
若
し
く
は
指
令
符
号
」
を
加
え
、

「
、
又
は
」
を
「
、
若
し
く
は
」
に
改
め
、「
行
為
」
の
下
に
「
又
は
技
術
的
制
限
手
段
の
試
験
又
は
研
究
の
た
め
に

行
わ
れ
る
こ
れ
ら
の
号
に
規
定
す
る
役
務
を
提
供
す
る
行
為
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
項
第
七
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

第
二
条
第
一
項
第
十
一
号
か
ら
第
十
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
不
正
競
争

次
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
行
為

イ

取
引
に
よ
っ
て
限
定
提
供
デ
ー
タ
を
取
得
し
た
者
（
そ
の
取
得
し
た
時
に
そ
の
限
定
提
供
デ
ー
タ
に
つ
い

て
限
定
提
供
デ
ー
タ
不
正
開
示
行
為
で
あ
る
こ
と
又
は
そ
の
限
定
提
供
デ
ー
タ
に
つ
い
て
限
定
提
供
デ
ー
タ

不
正
取
得
行
為
若
し
く
は
限
定
提
供
デ
ー
タ
不
正
開
示
行
為
が
介
在
し
た
こ
と
を
知
ら
な
い
者
に
限
る
。）が

そ
の
取
引
に
よ
っ
て
取
得
し
た
権
原
の
範
囲
内
に
お
い
て
そ
の
限
定
提
供
デ
ー
タ
を
開
示
す
る
行
為

ロ

そ
の
相
当
量
蓄
積
さ
れ
て
い
る
情
報
が
無
償
で
公
衆
に
利
用
可
能
と
な
っ
て
い
る
情
報
と
同
一
の
限
定
提

供
デ
ー
タ
を
取
得
し
、
又
は
そ
の
取
得
し
た
限
定
提
供
デ
ー
タ
を
使
用
し
、
若
し
く
は
開
示
す
る
行
為

第
二
十
一
条
第
一
項
第
一
号
中
「
保
有
者
」
を
「
営
業
秘
密
保
有
者
」
に
、「
以
下
こ
の
条
」
を
「
次
号
」に
改
め
、

同
項
第
二
号
か
ら
第
九
号
ま
で
の
規
定
中
「
保
有
者
」
を
「
営
業
秘
密
保
有
者
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中

「
第
十
四
号
」
を
「
第
二
十
号
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
二
条
第
一
項
第
十
一
号
又
は
第
十
二
号
」
を
「
第

二
条
第
一
項
第
十
七
号
又
は
第
十
八
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
三
号
及
び
第
六
項
中
「
保
有
者
」
を
「
営
業
秘

密
保
有
者
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
条
第
二
号
中
「
第
二
条
第
一
項
第
十
四
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
二
十
号
」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
条
中
「
新
法
第
三
条
」
を
「
第
三
条
」
に
、「
第
十
五
条
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
」
に
、「
新
法
第
二
条

第
一
項
第
四
号
に
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
」
に
、「
不
正
取
得
行
為
」
を
「
営
業
秘
密
不
正
取
得
行
為
」に
、

「
不
正
開
示
行
為
」
を
「
営
業
秘
密
不
正
開
示
行
為
」
に
改
め
、
同
条
各
号
中
「
新
法
」
を
削
る
。

附
則
第
六
条
中
「
第
十
四
号
」
を
「
第
二
十
号
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
条
中
「
新
法
第
二
十
一
条
（
第
二
項
第
六
号
」
を
「
第
二
十
一
条
（
第
二
項
第
七
号
」
に
改
め
る
。

（
工
業
標
準
化
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

工
業
標
準
化
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

産
業
標
準
化
法

目
次
中
「
日
本
工
業
標
準
調
査
会
」
を
「
日
本
産
業
標
準
調
査
会
」
に
、「
第
三
章

日
本
工
業
規
格
の
制
定
（
第

十
一
条

第
十
八
条
）」を
「
第
三
章

日
本
産
業
規
格
の
制
定
（
第
十
一
条

第
二
十
一
条
）

第
四
章

認
定
産
業
標
準
作
成
機
関
（
第
二
十
二
条

第
二
十
九
条
）」に
、「
第
四
章
」

を
「
第
五
章
」
に
、「
日
本
工
業
規
格
へ
の
」
を
「
日
本
産
業
規
格
へ
の
」
に
、「
第
十
九
条

第
二
十
四
条
」
を
「
第

三
十
条

第
三
十
八
条
」
に
、「
第
二
十
五
条

第
三
十
条
」
を「
第
三
十
九
条

第
四
十
四
条
」に
、「
第
三
十
一
条

第
四
十
条
」
を
「
第
四
十
五
条

第
五
十
四
条
」
に
、「
第
四
十
一
条

」
を
「
第
五
十
五
条
・
」
に
、「
第
五
章
」
を

「
第
六
章
」
に
、「
製
品
試
験
」
を
「
製
品
試
験
等
」
に
、「
第
六
十
六
条
」
を
「
第
六
十
八
条
」
に
、「
第
六
章
」を「
第

七
章
」
に
、「
第
六
十
七
条

第
六
十
九
条
の
六
」
を
「
第
六
十
九
条

第
七
十
七
条
」
に
、「
第
七
章
」を「
第
八
章
」

に
、「
第
七
十
条

第
七
十
六
条
」
を
「
第
七
十
八
条

第
八
十
四
条
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
且
つ
」
を
「
か
つ
」
に
、「
工
業
標
準
の
」
を
「
産
業
標
準
の
」
に
、「
工
業
標
準
化
」
を
「
産
業
標
準

化
」
に
改
め
、「
促
進
す
る
こ
と
」
の
下
に
「
並
び
に
国
際
標
準
の
制
定
へ
の
協
力
に
よ
り
国
際
標
準
化
を
促
進
す
る

こ
と
」
を
加
え
、「
鉱
工
業
品
」
を
「
鉱
工
業
品
等
」
に
、「
生
産
の
」
を
「
生
産
等
の
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
工
業
標
準
化
」
を
「
産
業
標
準
化
」
に
、「
工
業
標
準
」」を
「
産
業
標
準
」」に
改
め
、
同
条
第
一
号
中

「
日
本
農
林
規
格
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
五
号
）
に
よ
る
農
林
物
資
」
を
「
農
林
物
資

（
日
本
農
林
規
格
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
農
林
物

資
を
い
う
。
第
十
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
第
五
号
の
次
に
次
の

三
号
を
加
え
る
。

六

プ
ロ
グ
ラ
ム
そ
の
他
の
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も

の
を
い
う
。）（
以
下
単
に
「
電
磁
的
記
録
」
と
い
う
。）の
種
類
、
構
造
、
品
質
、
等
級
又
は
性
能

七

電
磁
的
記
録
の
作
成
方
法
又
は
使
用
方
法

八

電
磁
的
記
録
に
関
す
る
試
験
又
は
測
定
の
方
法




		2018-05-29T14:54:59+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




